























　近年、言語理解と知覚運動表象の関係が盛んに研究されている。例えば Glenberg & Kaschak
（2002）は、行為文（引き出しを開ける）の意味を考えさせると、その文で示された行為方向（手
前方向）への反応時間が早くなるという文・行為一致効果を示した。同様に、行為文の理解に
よって反応時の行為が影響されることを示した研究は数多い（Awazu, 2011; Scorolli, Borghi, & 
Glenberg, 2009；Zwaan & Taylor, 2006; 平 et al., 2009 など）。文だけでなく語の理解時にも知覚
運動表象は活性化している。例えば、２つの単語の提示位置と、語が意味する事物の空間配置が一
致していると、その２語が関連のあるものかどうかの判断が速くなる（Zwaan & Yaxley, 2003）。
研究論文
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また、ある名詞を見せた後に形容詞を呈示し、その名詞で示される事物の属性として形容詞が正し
いかどうか判断させると、色の判断（りんご - 赤）の後に形の判断（りんご - 丸い）を行わせた方
が、色の判断の後に味の判断（りんご - 甘い）をさせた場合よりも、反応時間が短くなる（Pecher, 
Zeelenberg, & Barsalou, 2004）。これらは、言語が意味する状況を実際に経験したときと同じ知覚
運動表象が活性化してシミュレーションが行われ、それによって理解がなされるためと考えられて
おり（Barsalou, 1999）、脳研究でも行為を意味する文の理解時に運動領域が活性化することが示さ
れている（Aziz-Zadeh, Iacoboni, & Zaidel, 2006;Aziz-Zadeh, Wilson, Rizzolatti, & Iacoboni, 2006; 









知覚運動経験の有無が理解に影響する。実際、 Glenberg, Gutierrez, Levin, Japuntich & Kaschak
（2004）は、幼児に事物の空間配置に関する文章を読ませた場合に、文章に登場する事物を実際に
操作したり、操作を想像したりすることで、文章の記憶、事物の空間的配置に関する推論課題の成
績が向上することを示した。また、Cook & Goldin-Meadow （2006）は、ジェスチャーを使って数
学問題の解法を教えると、子供自身が問題を解くときにジェスチャーを使うようになること、そし
て正しい解き方をすることを示した。また、Broaders, Cook, Mitchell & Goldin-Meadow（2007）
では、教示者と同じようにジェスチャーすることを求められると、ジェスチャーしないように求め




























味概念の理解が促進されることが示された。粟津・鈴木（2014）では、日本人学習者に L と R の




















する。 “at”、 “on”、 “in”は、先述したように空間的関係を意味する前置詞であるが、空間以外の
関係性にも使用される。ランダムハウス英和大辞典（1994）をみると、前置詞“in”は「…の中に
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化されることが示されている（Flumini, & Santiago, 2013;Ulrich & Maienborn,2010）。また、時間
だけでなく、数も含めた「大きさ」処理のための共通システムが、空間的な表象と空間的注意のメ





　＜例文集＞前置詞（“at”, “on”, “in”）の基本概念の説明と 20 個の例文を記載した例文集を作
成した。例文集は２つの部分から構成されており、第一部は“at, on, in”それぞれの簡潔な説明
と、英語辞書などを参考に作成した例文が、各前置詞について３から４つずつ記載されていた。“at”
は「広がりのない、点として意識される場所：0 次元」と紹介し、“The girl is standing at the 
door. ”、“I waited for the bus at the bus stop.”、“We met our English teacher at the station. ”
の３文を例示した。“on”は「接触している、線、平面でのつながり：1次元～2次元」と紹介し、“There 
are three apples on the desk.”、“The Picasso’s painting is on the wall.”、“The classroom is on 
the 3rd ﬂ oor.”、“She got on the train for Yokohama.”の 4 文を例示した。“in”は「広がりがあ
るもの、特に包まれ感があるもの：2 次元～ 3 次元」と紹介し、“Students are in the room.”、“The 
concert was held in the park.”、“There are many restaurants in Tokyo.”の 3 文を例示した。
　第二部には各前置詞を比較して使い分ける例文を置いた。“at”と“on”の比較例文として、 
“There is somebody at the door.”と“ There is a notice on the door.”を例示した。“on”と
“ in”の比較例文として、“There is a label on the bottle.”と  “There is some water in the 
bottle. ”を例示した。“at”と“ in”の比較例文として、 “I arrived at New York.”と“ I 
arrived in New York.”を例示した。最後に“at”、“on”、“in”の比較例文として、“You get on 
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the train at Otemachi and get oﬀ  at Hakusan. Hakusan is on the Mita Line. There are many 
convenience stores in Hakusan. Let’s meet at the convenience store on the ﬁ rst basement in 
Hakusan station. ”と例示した。
　＜事前・事後テスト＞英語問題集（文英堂編集部 , 2003; Murphy, & Smalzer, 2009; 2010; 瓜生・
篠田 , 2004; 2005; 綿貫・池上 , 2000）から、前置詞“at”、“on”、“in”のいずれかが含まれる例文
を収集し、108 の問題文を作成した。各前置詞が正解となるものが 36 文ずつであり、空間関係を
意味する文、時間関係を意味する文、その他の関係を意味する文の 3 種各 12 文ずつから構成され
ていた。以降、この 3 種を意味区分と呼ぶ。例えば“on”であれば、意味区分空間に関する文は
“I walked to work, but I came home （ on ） the bus.”、意味区分時間に関する文は “There are 
a lot of parties （ on ） New Year’s Eve.”、意味区分その他に関する文は“I heard an interesting 
program （ on ） the radio this morning.”などである。問題文では前置詞を表示せずに（　）だけ
を提示し、（　）に入る適切な前置詞を、“at”、“on”、“in”、“適切な前置詞がない”の 4 選択肢か
ら丸で囲んで回答させた。108 の文を 54 文ずつにわけ、A、B ２つの問題用紙を作成した。各前
置詞 18 文ずつ、各意味区分に関する文が 6 文ずつであった。実験参加者の半数には問題用紙 A を
事前テスト、B を事後テストとした。残り半数の実験参加者には、B を事前テスト、A を事後テス
トとした。
実験参加者
　大学生 68 名が、3 時限に分かれて実験に参加した。第 1 時限の参加者は行為群 10 名と観察群
10 名から構成され、各群 2 から 3 名ずつからなる 4 グループに分かれて実験を受けた。第 2 時限
の参加者は、行為群14名と観察群13名の27名から構成され、各群3から4名ずつからなる4グルー
プに分かれて実験を受けた。第 3 時限の被験者は受容群の 21 名から構成された。実験協力者の平
均 TOEIC 得点（及び標準偏差）は、観察群 435.9（95.3）、行為群 421.5（94.7）、受容群 440.7（90.1）





TOEIC 得点は、TOEIC、TOEIC-IP、TOIEC Bridge のいずれのスコアであっても認め、TOEIC 
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時間は約 15 分であった。










　1） 例文“There is somebody at the door.”
　　　　行為　ドアのそばに立つ人を指差す。
　2）例文“There is a label on the bottle. There is some water in the bottle.”
　　　　行為　ペットボトルを指差す。
　3） 例文“I arrived in New York.”
　　　　行為　マンハッタン島地図の枠内を指差す。　
　4）例文“I arrived at New York.”
　　　　行為　世界地図上の一点のニューヨークを指差す。
　教員によるモデルの提示を受けて、行為群の参加者は、1 人ずつ順に行為と発声をまじえながら




　事前テストの平均正答数は 27.6、事後テストの平均正答数は 31.5 であった。TOEIC 得点と事前











学習条件×前置詞×前置詞の意味区分で 3 要因混合計画の分散分析を行った。表 3 に分散分析表を
示す。
表 1　学習条件ごとの平均正答増加数
　 条件 平均 標準偏差 N
学習条件 観察 4.35 4.64 23
行為 3.13 4.17 24
　 受容 4.10 5.14 21
表 2　全条件別の平均正答増加数
前置詞 意味区分 学習条件 平均 標準偏差 N
At 空間 観察 0.48 1.75 23
行為 0.71 1.46 24
受容 1.19 1.40 21
　 空間平均 0.78 1.55 68
時間 観察 0.91 1.47 23
行為 0.46 1.56 24
受容 0.29 1.38 21
　 時間平均 0.56 1.48 68
その他 観察 0.39 1.70 23
行為 1.04 1.57 24
受容 0.57 1.12 21
　 その他平均 0.68 1.50 68
　 全平均 　 0.67 0.91 68
I ｎ 空間 観察 0.13 1.32 23
行為 -0.25 1.67 24
受容 0.43 1.47 21
　 空間平均 0.09 1.50 68
時間 観察 0.30 1.69 23
行為 -0.04 1.27 24
受容 0.43 1.25 21
　 時間平均 0.22 1.41 68
その他 観察 0.52 1.24 23
行為 0.21 1.56 24
受容 0.14 1.56 21
　 その他平均 0.29 1.45 68
　 全平均 　 0.20 0.86 68
On 空間 観察 1.48 1.34 23
行為 0.96 1.71 24
受容 1.19 1.81 21
　 空間平均 1.21 1.62 68
時間 観察 -0.30 1.64 23
行為 -0.75 1.36 24
受容 -0.14 1.71 21
　 時間平均 -0.41 1.57 68
その他 観察 0.43 1.27 23
行為 0.79 1.28 24
受容 0.00 1.30 21
　 その他平均 0.43 1.31 68
　 全平均 　 0.41 0.93 68
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効果 平方和 自由度 平均平方 F p
学習条件 2.17 2 1.09 0.45 0.64
誤差（学習条件） 155.74 65 2.4
前置詞 21.93 2 10.97 4.4 0.01
前置詞×学習条件 6.13 4 1.53 0.61 0.65
誤差 （前置詞） 324.27 130 2.49
意味区分 33.68 2 16.84 7.36 <.01
意味区分×学習条件 18.17 4 4.55 1.99 0.1
誤差 （意味区分） 297.48 130 2.29
前置詞×意味区分 57.17 4 14.29 7.13 <.01
前置詞×意味区分×学習条件 13.79 8 1.72 0.86 0.55






























いたテスト問題は、“I’ve been invited to a wedding on February 14.”、“ They never go out on 
Sunday evenings.”、“My niece was born on the morning of June 25th.”などである。授業では、
“on”を“There are three apples on the desk.”、“The Picasso’s painting is on the wall.”、“The 





字システムの影響を受ける（Ouellet, Santiago, Israeli & Gabay, 2010）という知見から考えれば、
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ている、線、平面でのつながり：1 次元～ 2 次元」という“on”よりも、「広がりがあるもの、特
に包まれ感があるもの：2 次元～ 3 次元」という“in”の方が、修得が困難な可能性を意味してい
る。“in”の意味区分「空間」に対する問題文は、例えば“ Should we go in your car or mine?”、
“ John works in the furniture department of a large store.”、“Is your sister in this photo?”、
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